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日米拡大抑止協議 

 

１ 日米両政府は、１２月１０日から１２日まで、日本政府主催の下、外務省において、日

米拡大抑止協議（ＥＤＤ）を実施しました。日米は、日米同盟の中核である拡大抑止の維持・

強化の在り方を議論するための恒常的な場として、２０１０年にＥＤＤを設立しました。日

本側は、熊谷直樹外務省北米局審議官及び上田幸司防衛省防衛政策局次長が、米国側は、ア

レクサンドラ・ベル国務省軍備管理・抑止・安定性局次官補代理（Ms. Alexandra Bell, 

Deputy Assistant Secretary, Bureau of Arms Control, Deterrence, and Stability, 

Department of State）及びリチャード・ジョンソン国防次官補代理（核及び大量破壊兵器

対策担当）（Mr. Richard Johnson, Deputy Assistant Secretary of Defense for Nuclear 

and Countering Weapons of Mass Destruction Policy, Office of the Secretary of 

Defense, Department of Defense）が共同議長を務め、日米双方の安全保障政策部局や軍備

管理担当部局に加え、自衛隊、米戦略軍、米インド太平洋軍及び在日米軍を含む関連部局の

担当者が出席しました。 

 

２ 両代表団は、日本の防衛力によって増進される米国の拡大抑止を強化するという日本

国総理大臣と米国大統領によってなされたコミットメントを改めて表明しました。今回の

協議はまた、２０２４年７月２８日に開催された日米安全保障協議委員会（「２＋２」）及び

初の拡大抑止に関する閣僚会合に引き続き行われたものであり、同閣僚会合において、閣僚

は、ＥＤＤの活動の定期的な振返りや同盟調整メカニズム（ＡＣＭ）の活用を通じたものを

含む、拡大抑止に係る調整の強化及び議論の深化が、着実に進展していることを強調しまし

た。 

 

３ 双方は、ロシアによるウクライナに対する侵略戦争の文脈でのエスカレートする脅迫

的な核のレトリック及び「核ドクトリン」の更新や、ロシアによる軍備管理体制及び国際的

な不拡散体制の毀損、並びに北朝鮮による核計画及びミサイル活動の進展やロシアとの協

力強化等の、地域の安全保障に対する課題について評価を共有しました。双方はさらに、中

国により、自身の意図について十分な透明性や説明なしに行われている、核戦力の加速化し

た拡大に対する懸念も共有しました。双方は、特に核能力に関連するこのようなダイナミッ

クな現実に直面し、日本の能力によって増進される拡大抑止を一層強化する共有した決意

を改めて表明しました。 

 

  



４ この文脈で、双方は、同盟に対する及び地域における侵略を抑止し、必要であればこれ

に対処するために、どのように政策調整と防衛能力の連携を強化するかについて議論しま

した。特に、両代表団は、一層厳しさを増す安全保障環境において、潜在的な攻撃に対して

防衛し、核使用を抑止するために協力を強化する重要性を強調しました。双方は、同盟にお

ける核及び非核の軍事的事項の間の関係性、平時及び緊急時の双方における抑止メッセー

ジング及びエスカレーション管理実行の調整並びに、進展する状況のあらゆる段階におけ

るＡＣＭを通じた二国間の調整について議論を深めました。日米双方はまた、軍備管理、リ

スク低減及び不拡散が、安定性を促進し、紛争のリスクを低減する上で果たす重要な役割に

ついても強調しました。 

 

５ 双方はさらに、抑止力及び危機シナリオにおける協力を強化するための潜在的な行動

指針について相互理解を深めるため、省庁間机上演習を実施しました。省庁間机上演習は、

ＥＤＤにおいて定期的に実施されています。 

 

６ 両代表団は、熊本県の陸上自衛隊健軍駐屯地を訪問し、指揮所演習「ヤマサクラ８７」

（ＹＳ－８７）や１２式地対艦誘導弾及びネットワーク電子戦システムといった陸上自衛

隊の装備品を視察しました。 

 

  



 
 

 
 

  



 


